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　大洲市立大洲北中学校では、『地域の良さを実感し、地域の一員として地域とともに生きる生徒に
育ってほしい』との考えで実施している地域体験学習の一環として、１年生のうち７名が肱川橋につ
いて学びました。

　■日時：平成２９年１月１７日（火）１０：３０～１１：３０

　■場所：事務所会議室、肱川橋撤去工事現場

　肱川橋をテーマにした理由を聞くと、普段、何気なく渡ったり、見たりしている橋が取り壊される
と聞き、橋はいつ頃出来たのか、橋が出来る前はどうだったのか等、興味が湧いたからとのこと。
　質問は、肱川橋が出来る前の通行方法から、建造時期、橋の構造、架け替え理由、誰が設計するの
か、新しい橋になったらイベントはあるか、と幅広く。中には、なぜこの場所に架けたか、など回答
に困るような質問もありました。
　初めは緊張気味で、質問も譲り合いをしていましたが、約１００年前の建造当時のレンガに触れた
り、模型や写真などを使って説明すると、少し積極的に質問するようになり、より一層興味が出てき
たように見えました。
　また、撤去工事の現場では、第一声が「ヘルメット被りたかった－」とより積極的に。撤去用に空
けた穴から下を覗いたり、時代の違う鉄筋に触れたりと、積極的に現場を歩いていました。
　最後の挨拶のときは、７人の表情から満足した様子が伺えました。
　後日、「説明を聞いて、より興味を持った」、「上手くレポートが書けそう」と、お礼の手紙を頂
き、一層、子供達が経験できる場を設ける必要があると感じました。
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